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り除く 。ガラスは単純 X 線撮影で確認したのちに，創
周囲を触診にて硬結の有無を確認することが大切である。
外傷と形成外科一労働災害を中心に
(b）創の debrid em ent
挫創などで創縁が挫滅されている場合，メスにて創縁






フロントガラス損傷 （w in ds hi eld lacera ti on）や挫創な
どでは見かけ上軟部組織欠損を伴うが， key sutur e すれ
ば一次創閉鎖が可能なことが多い （図 1）。 その際，眉
毛，赤唇皮膚移行部，鼻孔縁などを landm ar k に用いる
ので眉毛を剃毛してはいけない。エビネフリン添加の局
所麻酔を創部に注射する前に，ビオクタニン液にて































X 線撮影には種々の撮影法があるが， W aters 法 （頬
骨骨折，眼寓床骨折，鼻骨骨折，上 ・下顎骨折）の所見
でいろいろな顔面骨折の概観が得られる （図3 ）。 Waters
法で顔面骨折が疑われた場合 顔面骨折の部位にあわせ
て， X 線撮影，CT スキャンを追加すればよい。
その他の撮影法としては， Fu egr I法 （眼寓内壁骨折），
頬骨弓撮影，顎関節撮影，鼻骨側面撮影 （鼻骨骨折），
下顎オルトパントモ撮影（下顎骨骨折）。 下顎骨正面・
側面などがある3）。 さらに Le Fort 型上顎骨折など複雑
で顔面変形の著しい骨折は三次元 CT 像（ 3 D -CT ）が


























ニプレー トなどの強固な内固定と顎間固定を行う（図 5 ）。
II 熱傷
熱傷は物理的な熱作用により 皮膚などの身体組織が
中 西 秀 樹
図4 図3 と同一症例の 3次元 CT 像











I. 熱傷 （bums, thermal injury ) 
①火災熱傷 （flame bum ) 
②熱湯熱傷，湯傷 （scald bum ) 
③接触熱傷（contact bum ）含む
圧挫熱傷 （heat pres m 町）
II .低温熱傷，凍傷（ cold inj 町 ）
E 科学損傷（chemical injury ) 
①酸損傷
②アルカリ損傷
N. 電撃傷 （elec 位ical bum ) 
V. 雷撃傷 （lightning inj 町 ）
百．放射線損傷 （radiation injury ) 
四．摩擦損傷 （friction inj 町 ）




面積の測定法には， 9 の法則5），手掌法， 5 の法則6)'
Lund & Browder の公式7）などがあるが，実際のところ，







治癒機転の差から，浅在性（supe 凶 cial dermal burn : 
SDB ）と深在性（dep dermal bum: DOB ）に分けられる。
浅在性は，約14 日以内に治癒し癒痕を残さない。深在性
































































始まる第 5 病日以内に行う早期切除1 ）と第10 病日以降に
中西秀樹
表2 Burn Index および Arz の基準
( 1 )Burn index 
E 度熱傷面積＋ II 度熱傷面積× 1 / 2
(Schartz M .S,Reis E., Artz C. P.: An evaluation of the 
mortality and the relative severity of second and 血ird degre 
inj 町 y in burns, US Army Surgical Resarch Unit, Resarch 



















②E 度熱傷で 2% 以下のもの
これらは輸液の必要はなく通院で十分な加療ができるも
のである






ICU などの高度医療施設において， 24 時間体制の全身管
理を早急に開始する必要がある。全身状態が落ちつく第
14 病日頃に debridemnt 植皮術を行う 。その場合採皮
できる皮膚が限られるため，採取した皮膚をメッシュ状
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